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寒
河
江
市
役
所
庁
舎
が

　
　
登
録
有
形
文
化
財
に

登
録
有
形
文
化
財
に

市
庁
舎
が
登
録
へ

　
寒
河
江
市
庁
舎
は
、
故
黒

川
紀
章
氏
設
計
の
建
造
物
で

今
年
開
庁
50
周
年
を
迎
え
ま

す
。
平
成
29
年
７
月
21
日
に

開
催
さ
れ
た
文
化
審
議
会
に

お
い
て
、
寒
河
江
市
庁
舎
を

含
む
２
４
５
件
の
建
造
物
を

新
た
に
指
定
す
る
よ
う
、
文

部
科
学
大
臣
へ
の
答
申
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
内
に
お
け

る
登
録
有
形
文
化
財
の
指
定

は
初
め
て
の
こ
と
で
、
11
月

に
予
定
さ
れ
て
い
る
官
報
へ

の
告
示
で
正
式
に
決
定
さ
れ

ま
す
。
市
で
は
、
引
き
続
き

庁
舎
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
内

外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

登
録
有
形
文
化
財
と
は

　
登
録
有
形
文
化
財
制
度
は
、

開
発
な
ど
に
よ
り
取
り
壊
さ

れ
、
消
滅
し
よ
う
と
し
て
い

る
多
く
の
建
造
物
を
後
世
に

残
す
た
め
、
平
成
８
年
の
文

化
財
保
護
法
の
改
正
で
創
設

さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
登
録
に
は
建
築
後
50
年
を

経
過
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
こ
と
が
基
準
と
な

り
ま
す
。

①
国
土
の
歴
史
的
景
観
に
寄

　
与
し
て
い
る
も
の

②
造
形
の
規
範
と
な
っ
て
い

　
る
も
の

③
再
現
す
る
こ
と
が
容
易
で

　
な
い
も
の

　
寒
河
江
市
庁
舎
は
黒
川
紀

章
氏
設
計
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
さ
か
ら
②
に
該
当
す

る
と
し
て
、
文
化
審
議
会
か

ら
答
申
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
開
庁
50
周
年

記
念
事
業

　
建
設
か
ら
50
年
を
経
て
登

録
有
形
文
化
財
へ
指
定
さ
れ

た
寒
河
江
市
庁
舎
の
建
築
保

存
と
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方

を
テ
ー
マ
に
、
日
本
建
築
学

会
東
北
支
部
山
形
支
所
主
催

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
合
わ
せ
て
、
市
役
所
の

資
料
展
示
と
庁
舎
見
学
会
も

実
施
し
ま
す
。
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
観
覧
ま
た
は
庁
舎

見
学
会
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
方
は
10
月
27
日
㈮
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

[

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム]

●
日
時
／
11
月
４
日
㈯
午
後

　
１
時
30
分

●
会
場
／
市
立
図
書
館
２
階

　
視
聴
覚
室

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線

　
330
へ
。

[

資
料
展
示]

●
日
時
／
10
月
24
日
㈫
～
11

　
月
５
日
㈰
の
図
書
館
開
館

　
時
間
内

●
会
場
／
市
立
図
書
館
１
階

●
問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課

　
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線

　
330
へ
。

[

庁
舎
見
学
会]

　
普
段
は
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
議
場
や
庁
舎
の
屋
上
な

ど
を
見
学
で
き
ま
す
。

● 

日
時
／
11
月
４
日
㈯
の[

１

回
目]

午
前
９
時
、[

２
回

目]

午
前
10
時
30
分
、[

３

回
目]

午
後
１
時

●
定
員
／
各
回
25
人

●
申
込
／
市
総
務
課

　

�

☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線

407
へ
。

　
こ
の
度
は
故
黒
川
紀
章
設
計
の
寒
河
江
市
庁
舎
が
国
の
登
録
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
旨
を
伺
い
、
大
変
に
栄
誉
で
あ
る
と
存
じ
ま

す
。
同
指
定
を
頂
く
事
は
弊
社
に
と
っ
て
も
初
め
て
で
あ
り
、
関
係

者
の
方
々
に
と
っ
て
も
大
変
に
喜
ば
し
い
事
と
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
寒
河
江
市
庁
舎
は
黒
川
の
初
期
作
品
の
中
で
も
傑
出
し
た
作
品
で

あ
り
ま
す
。
建
物
の
基
壇
部
分
に
議
会
を
、
上
部
構
造
に
事
務
所
部

分
を
と
機
能
を
明
快
に
分
離
し
、
４
本
の
コ
ア
か
ら
上
部
構
造
全
体

を
高
張
力
鋼
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
吊
り
、
10
ｍ
の
片
持
ち
に
よ
る
独

特
の
形
態
を
実
現
し
た
こ
と
は
当
時
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
50
年
を

経
た
今
日
で
も
斬
新
で
画
期
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
幸
い
市
の
依
頼
に
よ
り
３
年
前
、
耐
震
・
免
震
工
事
が
弊
社

の
改
修
設
計
に
よ
っ
て
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
の
風
土
に
あ
っ
て
、
意
匠
と
安
全
性
が
一
体
に
な
っ
た
建

築
の
あ
り
方
は
、
一
つ
の
新
た
な
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
確
信
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
建
物
が
今
後
も
末
永
く
市
民
に
愛
さ
れ
、
お
役
に
立
っ
て
ゆ

く
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

黒
川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事
務
所
様
よ
り

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

　
株
式
会
社
黒
川
紀
章
建
築
都
市
設
計
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表　
山
田　
耕
治
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寒河江移動展
10月11日㈬～16日㈪

午前９時～午後５時
（最終日は正午まで）

文化センター

●問合せ／市生涯学習課☎86-5111へ。

入場料 大人250円（前売200円）、
高校生100円、中学生以下無料

第72回

第59回こども県展

こ
ど
も
県
展
賞

思
い
出
の
校
舎

渡
邉　
駿
さ
ん
（
幸
生
小
５
年
）

こども奨励賞
光があって、自然があって、私がいる
相馬悠那さん（陵南中２年)

こども奨励賞
真っ白な雪の中のスキー
水澤悠斗さん（西根小４年)

第
72
回
山
形
県
総
合
美
術
展

入
賞
・
入
選

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
日
本
画
》

◆
入
選
／
「
仲
良
し
」
田
代
文
（
田
代)

、「
紅
葉
の
五
色
沼
（
月
山)

」
大
谷
健
吾
（
平
塩)

、

「
森
の
誘
い
」
公
平
恵
子
（
小
和
田)

、「
納
経
堂
風
情
」
大
江
孝
（
丸
内)

、「
冬
山
里
の
み

ち
」
武
田
享
子
（
柴
橋)

、「
祭
り
の
女
」
渡
部
光
宣
（
高
屋
）

◆
無
鑑
査
／
「
深
部
（
白
川
湖)

」
古
城
英
夫
（
高
屋)

、「
庭
の
片
隅
」
小
野
い
つ
子
（
西
根)

、

「
水
辺
に
」
渡
辺
宏
（
越
井
坂
町)

、「
老
樹
」
真
木
正
美
（
白
岩
）

◆
委
嘱
／
「
ふ
る
里
の
山
（
葉
山)

」
真
木
強
行
（
白
岩)

、「
茜
」
安
食
孫
四
郎
（
柴
橋
）

《
洋
画
》

◆
入
選
／
「
希
望
と
不
安
」
沖
津
ふ
じ
子
（
柴
橋)

、「
カ
ワ
ウ
ソ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
佐
藤
歩
実

（
寒
河
江
甲)

、「
金
曜
日
に
戻
り
た
い
」
市
村
明
日
香
（
七
日
町)

、「
慈
雨
」
佐
藤
満
（
寒

河
江
甲)

、「
木
漏
れ
日
」
小
川
雅
彦
（
元
町)

、「
見
上
げ
て
ご
ら
ん
」
佐
藤
加
代
子
（
南

町)

、「
郷
愁
」
逸
見
富
惠
（
元
町)

、「
初
雪
の
朝
（
慈
恩
寺)

」
大
谷
健
吾
（
平
塩)

、「
早

春
」
安
達
義
美
（
中
河
原
）

◆
委
嘱
／
「
サ
ク
レ
ク
ー
ル
」
保
科
弘
治
（
白
岩
）

《
彫
刻
》

◆
入
選
／
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士
」
真
木
正
美
（
白
岩
）

《
工
芸
》

◆
委
嘱
／
「
陶
象
～
父
へ
～
」
富
樫
二
郎
（
本
町)

、「
山
峡
の
里
」
布
施
光
悦
（
中
央
）

＝
敬
称
略
＝

第
59
回
山
形
県
こ
ど
も
絵
画
展

◆�

こ
ど
も
県
展
賞
／
渡
邉
駿
（
幸
生
小
５
年)

◆�

こ
ど
も
奨
励
賞
／
水
澤
悠
斗
（
西
根
小
４
年)

、
相
馬
悠
那
（
陵
南
中
２
年)

◆�

入
選
／
原
田
瑛
太
（
日
東
ベ
ス
ト
保
育
園
年
少)

、
西
堀
夏
帆
（
み
な
み
保
育
所
年
中)

、
遠

田
楓
杏
（
み
な
み
保
育
所
年
長)

、
板
垣
沙
季
（
日
東
ベ
ス
ト
保
育
園
年
長)

、
古
澤
怜
旺
（
日

東
ベ
ス
ト
保
育
園
年
長)

、
黒
田
唯
愛
（
南
部
小
１
年)

、
上
野
紘
之
介
（
南
部
小
１
年)

、
岩

井
千
晴
（
高
松
小
１
年)

、
菊
地
承
太
郎
（
幸
生
小
１
年)

、
古
沢
佳
太
（
西
根
小
２
年)

、
悪

七
な
ず
な
（
白
岩
小
２
年)

、
後
藤
希
来
里
（
寒
河
江
中
部
小
２
年)

、
郷
野
陽
菜
乃
（
寒
河
江

中
部
小
２
年)

、
前
川
奈
緒
（
寒
河
江
小
３
年)

、
水
多
博
紀
（
柴
橋
小
３
年)

、
堀
米
陸
永

（
南
部
小
３
年)

、
永
山
し
ず
く
（
西
根
小
３
年)

、
奥
山
珈
乃
（
西
根
小
３
年)

、
後
藤
心
生

（
高
松
小
３
年)

、
阿
部
竜
士
（
寒
河
江
中
部
小
３
年)

、
福
井
月
輝
（
寒
河
江
中
部
小
３

年)

、
大
泉
愛
（
寒
河
江
中
部
小
３
年)

、
佐
竹
由
菜
（
柴
橋
小
４
年)

、
渡
邉
も
も
か
（
柴
橋

小
４
年)

、
安
食
希
華
（
西
根
小
４
年)

、
有
川
沙
耶
（
三
泉
小
４
年)

、
太
田
駿
成
（
寒
河
江

中
部
小
４
年)

、
小
川
花
（
柴
橋
小
５
年)

、
奈
良
崎
李
來
（
西
根
小
５
年)

、
田
代
香
穂
里

（
白
岩
小
５
年)

、
髙
橋
奈
菜
絵
（
寒
河
江
中
部
小
５
年)

、
相
原
遥
（
高
松
小
６
年)

、
鈴
木

萌
理
（
寒
河
江
中
部
小
６
年)

、
安
孫
子
友
香
（
陵
西
中
１
年)

、
冨
川
紗
良
（
陵
東
中
３

年)

、
渡
邉
梨
月
（
陵
東
中
３
年)

、
阿
部
朱
里
（
陵
西
中
３
年
）

＝
敬
称
略
＝

　
第
72
回
県
美
展
・
第
５９
回
こ
ど
も
県
展
に
、
本
市
か
ら
多
く
の
作
品

が
入
賞
・
入
選
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
入
賞
作
品
は
も
ち
ろ
ん
、
寒
河

江
・
西
村
山
か
ら
の
入
選
作
品
を
中
心
に
、
多
く
の
力
作
を
展
示
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。

＝
特
別
頒
布
会
同
時
開
催
＝

　
県
美
展
出
展
作
家
に
よ
る
色
紙
等
頒
布
会
を
会
場
内
で
開
催
し
ま
す
。

県
美
展
寒
河
江
移
動
展
の
た
め
、
地
元
の
出
展
作
家
が
制
作
し
た
色
紙・

小
作
品
を
特
別
価
格
に
て
販
売
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
売
り
上
げ
は
寒

河
江
移
動
展
の
運
営
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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秋
の
味
覚
を
収
穫
体
験

ほ
ど
生
育
が
遅
れ
て
い
た
が
、
ぶ
ど
う

は
大
粒
で
食
べ
ご
た
え
の
あ
る
も
の
に

育
っ
た
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
食
べ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
他
、

紅
白
の
リ
ボ
ン
を
結
ん
だ
ぶ
ど
う
を
は

さ
み
で
収
穫
す
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
園
地
で
た
か

ま
つ
保
育
所
の
園
児
や
高
松
小
学
校
の

児
童
、
関
係
者
ら
が
ぶ
ど
う
狩
り
を
体

験
。
松
田
ひ
な
た
ち
ゃ
ん
⑸
は
「
甘
い

ぶ
ど
う
大
好
き
！
」
と
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
収
穫
し
た
大
粒
の
ぶ
ど
う
を
、

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
笑
顔
で
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

紅秀峰苗木管理支援
　市内サクランボ農業者等が２アール以上の園地で４本以上の紅秀峰を新植・改植する場合、予算の範囲内で管
理料を交付します。
■管理料（５年間分)／１本10,000円（10アール当たり30本が限度）
■交付条件／苗木を新植・改植してから５年目に管理状況を写真等で報告すること。
園地改植支援
　市内サクランボ農業者等が２アール以上の園地で紅秀峰に改植する場合、予算の範囲内で補助金を交付します。
■対象経費／伐採・抜根・深耕・整地・土壌改良・植栽等に要する経費
■補助率／対象経費の４分の１（千円未満切り捨て）
■交付件数／２件程度

　近年増加しているクマやイノシシなどの鳥獣による農作物被害の防止対策として電気柵の設置が効果的である
ことから、普及推進のため市内農業者の電気柵導入を支援します。
市有害鳥獣被害軽減モデル事業
■対象経費／電気柵購入費用
■補助率／対象経費の２分の１
■その他／電気柵設置講習会への参加申込をしていただきます。
電気柵設置講習会
■日時／11月７日㈫午後１時30分～３時30分
■会場／[講義］文化センター、[実習］西根公園
■内容／[講義］有害鳥獣の生態、電気柵の有効性、安全な設置方法。[実習］電気柵設置体験

紅秀峰の新植・改植を支援します

鳥獣被害防止のための電気柵導入を支援します

野
球
に
興
味
を
も
っ
て
く
れ
る
か
な

「
体
」を
動
か
し
て「
頭
」の
体
操

子
育
て
支
援・移
住
定
住
を
促
進

意
欲
あ
る
農
業
者
を
市
が
支
援

　
幼
児
の
頃
か
ら
野
球
に
触
れ
さ
せ
る

こ
と
で
野
球
人
口
の
確
保
を
行
お
う
と

８
月
23
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
テ
ィ
ー

ボ
ー
ル
協
会
山
形
県
連
盟
に
よ
る
低
年

齢
用
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
の
寄
附
が

大
谷
幼
稚
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
テ
ィ

ー
ボ
ー
ル
は
安
全
な
用
具
を
使
用
し
て

行
う
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
の
ス
ポ
ー
ツ
で
、

同
連
盟
は
平
成
28
年
度
か
ら
県
内
の
保

育
所
や
幼
稚
園
、
学
童
保
育
施
設
を
対

象
に
寄
附
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
継
続
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

い
き
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
や
市
介

護
予
防
運
動
指
導
員
が
講
師
を
務
め
、

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
体
操
を
行
う
と

参
加
し
た
約
20
人
の
65
歳
以
上
の
方
々

は
そ
の
動
き
を
ま
ね
て
い
ま
し
た
。

　
運
動
は
普
段
の
生
活
で
は
し
な
い
動

き
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
お
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
大
豆
や
ビ
ー
ズ
を
入
れ
た

マ
ラ
カ
ス
を
持
っ
て
歌
や
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
動
か
し
た
り
、
薄
手
の
ス
カ
ー

フ
を
両
手
に
１
枚
ず
つ
持
ち
左
右
の
腕

で
別
の
動
き
を
し
た
り
と
、
慣
れ
な
い

動
き
に
間
違
え
て
し
ま
う
人
も
。
参
加

者
に
一
体
感
が
生
ま
れ
て
く
る
と
自
然

と
笑
い
が
起
こ
り
、
脳
ト
レ
教
室
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
楽
し
く
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
本
市
と
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
９
月

15
日
に
「
子
育
て
支
援
型
・
地
域
活
性

化
型
に
係
る
相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
市
で
は
子
育
て
世

帯
や
移
住
世
帯
が
市
内
に
住
宅
を
建
設・

購
入
し
た
場
合
に
補
助
を
受
け
ら
れ
る

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

協
定
に
よ
り
同
支
援
機
構
が
提
供
す
る

「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
を
補
助
金
と
併
用
し
た

場
合
、
借
入
金
利
を
当
初
５
年
間
、
年

０
・
25
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
利
用
の
条
件
等
に
つ
い

て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

問
合
せ
／
市
建
設
管
理
課
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線
333
へ
。

　
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
書
交
付
式

が
８
月
22
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
意
欲
あ
る
農
業
者
が
よ
り
良
い
経

営
を
目
指
し
て
改
善
計
画
を
立
て
、
そ

の
計
画
を
本
市
が
認
定
す
る
も
の
で
、

農
事
組
合
法
人
ア
ク
テ
ィ
ブ
さ
が
え
（
山

岸)

、
斎
藤
幸
宏
さ
ん
（
西
根
）
が
新
た

に
認
定
。
土
田
慎
一
さ
ん
（
道
生)

、
土

田
恭
裕
さ
ん
（
道
生)

、
佐
藤
広
志
さ
ん

（
南
町
）
が
再
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
会
長
國
井
晴
彦
）

様
か
ら
、
サ
ッ
カ
ー
に
利
用
す
る
コ
ー

♥

ナ
ー
フ
ラ
ッ
グ
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
粒
の
ぶ
ど
う
を
お
な
か
い
っ
ぱ
い

味
わ
え
る
観
光
ぶ
ど
う
園
の
開
園
式
が

８
月
31
日
、
高
松
地
内
に
あ
る
佐
藤
岳

弘
ぶ
ど
う
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
園

地
は
、
サ
ニ
ー
ル
ー
ジ
ュ
、
高
尾
、
ピ

オ
ー
ネ
の
３
種
類
を
、
鈴
木
伸
吉
ぶ
ど

う
園
は
巨
峰
、
翠
峰
の
２
種
類
を
栽
培
。

ど
ち
ら
の
園
地
で
も
10
月
中
旬
ま
で
ぶ

ど
う
狩
り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
式
で
は
さ
が
え
西
村
山
農
業
協
同
組

合
の
柴
田
清
志
代
表
理
事
組
合
長
が
「
今

年
は
気
温
が
あ
ま
り
上
が
ら
ず
１
週
間

　
頭
と
体
を
使
っ
た
運
動
を
通
し
て
認

知
症
予
防
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
９

月
13
日
に
「
楽
し
く
脳
ト
レ
教
室
」
が

ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
脳
ト
レ
運
動
を
地
域
で
広
め
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
「
活
き

●申込／10月20日㈮（電気柵設置講習会は10月30日㈪）まで市農林課農業振興係☎86-2111内線325へ。

鳥獣による農作物
被害が発生した場
合は、町会長を通
して市農林課に連
絡してください。
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SAGAE NEWS
さがえニュース

SAGAE COLUMN
さがえコラム

　旧田代小学校の校舎が宿泊施設に生まれ変わる工事がいよいよ始まりました！ 
現在は、内部壁の解体などの作業が進行中。12月末に完成予定となっています。
教室だった部屋が徐々に解体されていくのは少し寂しいですが、すてきな客室に
なるのを想像すると胸が熱くなります。

　田代担当の地域おこし協力隊は、田代地区の方々と打ち合わせ
を繰り返しながら、運営計画をさらに詰めている所です。肝心な
のは体験プログラムやたしろ亭のメニューづくりなど、地区の方
々の力を存分に発揮できる体制づくりです。来客をもてなすだけ
でなく、地区の方々の生きがいとなる施設にしていくつもりです。
来年春のグランドオープンにご期待ください！

縁
エ ン ジ ョ イ

JOY通信

沼田　卓哉（宮城県出身・2８歳）
田代の元気は寒河江の元気。ヨソモノの視点で地域資源を発掘し、葉山の
郷から寒河江に新しい風を送ります！

地域おこし
協力隊が

さがえの魅力
を再発見

高齢者ホッと情報
　　なにほいず？

　年齢を重ねてくると、食事の量が減ってきたり、
体が思うように動かなくなったりしてきます。そう
すると自然と体の抵抗力が落ち、色々な病気にかか
りやすくなります。特に、これから冬にかけて寒く
なってくると風邪などの感染性の病気にかかる方が
多くなってきます。そのため、市では高齢者の予防
接種の公費負担を行っています。インフルエンザの
予防接種は10月１日から来年の１月31日まで。肺炎
球菌の予防接種については65歳からの５歳刻みで、
該当する方には４月に個別にお知らせと受診券が送
られています。いずれも主治医で受けていただくこ
とになりますのでご相談ください。病気の予防は▽
適度な運動（週に１～２回は少なくとも行いましょ
う）▽バランスの取れた食事▽適度な休養―が大切
です。外から帰ったらうがい手洗いを忘れずに行い
ましょう。疾病予防で元気に冬を乗り切りましょう。
● 問合せ／[予防接種について］市健康福祉課市民健

康係☎８6-2111内線625へ。
　 [高齢者の健康について］市高齢者支援課地域包括

支援係☎８6-2111内線623へ。

　高齢者がかかりやすい病気
　「高齢者がかかりやすい病気」ほいずはよ、

休日当番医のお知らせ（診療時間は午前９時～午後５時）
　日曜日や祝日に病気・けがをしたときは、まずかかりつけのお医者さんへ連絡しましょう。休診や留守等でや
むを得ないときのみ、休日当番医で受診してください。また、受診する際は、忘れずに健康保険証を持参してく
ださい。

● 診療科目略称／内（内科)、精神（精神科)、神経内（神経内科)、呼（呼吸器科)、消（消化器科)、胃腸（胃腸科)、循（循
環器科)、小（小児科)、外（外科)、整形外（整形外科)、脳神経外（脳神経外科)、皮（皮膚科)、泌（泌尿器科)、産（産
科)、婦（婦人科)、眼（眼科)、耳鼻咽（耳鼻咽喉科)、気食（気管食道科)、放（放射線科)、心療内（心療内科)、リハ
（リハビリテーション科）

●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎86-2111内線620へ。

＝平成29年度 休日当番医［下期分]＝
月 日 曜日 医療機関 月 日 曜日 医療機関 月 日 曜日 医療機関

10

８ 日 陵南さとう整形外科

12　　　　

３ 日 山﨑医院

２　　

４ 日 国井クリニック
９ 月 鈴木眼科 10 日 武田婦人科・内科医院 11 日 熊坂整形外科医院
15 日 中正堂髙橋医院 17 日 陵南眼科クリニック 12 月 小松医院
22 日 武田婦人科・内科医院 23 土 渡辺外科胃腸科医院 1８ 日 小関内科胃腸科医院
29 日 すまいるレディースクリニック 24 日 あきば医院 25 日 南さがえ病院

11

３ 金 土田内科医院 29 金 国井医院

３　　

４ 日 さとうクリニック
５ 日 豊岡整形外科 30 土 国井クリニック 11 日 陵南さとう整形外科
12 日 田村内科・消化器科クリニック 31 日 熊坂整形外科医院 1８ 日 鈴木眼科
19 日 にとう小児科医院

１

１ 月 小関内科胃腸科医院 21 水 中正堂髙橋医院
23 木 平野医院 ２ 火 小松医院 25 日 横山耳鼻咽喉科医院
26 日 三浦医院 ３ 水 さとうクリニック

山形県小児救急電話相談
●相談日時／毎日午後７時～10時
● 問合せ／[プッシュ回線・携帯電話］
　☎#８000へ。
　 [ダイヤル回線・ⅠＰ電話］
　☎023-633-0299へ。

７ 日 あびこ耳鼻咽喉科クリニック
８ 月 大原医院
14 日 国井医院
21 日 菊地胃腸科内科医院
2８ 日 折居内科医院

医　　院 所在地 電話番号 診療科目 医　　院 所在地 電話番号 診療科目
あきば医院 末広町 ８6-4395 内・外・整形外・皮 武田婦人科・内科医院 中央１丁目 ８6-2641 婦・内・小

あびこ耳鼻咽喉科クリニック 南町２丁目 ８6-3026 耳鼻咽・気食 田村内科・消化器科クリニック 高田１丁目 ８5-８700 内・消

大原医院 西根字下堰 ８6-８600 内・消・皮 土田内科医院 元町２丁目 ８6-８2８2 内

折居内科医院 落衣前 ８6-0330 内・神経内・
リハ 豊岡整形外科 中央１丁目 ８6-4331 整形外・外

菊地胃腸科内科医院 中央１丁目 ８6-2301 胃腸・内 すまいるレディースクリニック 寒河江字月越 ８6-3215 産・婦

国井医院 中央１丁目 ８6-4８11 内 にとう小児科医院 元町３丁目 ８4-5311 小 

国井クリニック 中郷 ８4-4103 産・内・小 平野医院 小沼町 ８4-5500 泌・皮

熊坂整形外科医院 栄町 ８6-3101 整形外・外・
リハ 三浦医院 柴橋 ８4-5600 内・循

小関内科胃腸科医院 本町２丁目 ８6-5550 内・胃腸 南さがえ病院 島 ８5-6611 精神・心療内・内

小松医院 本町２丁目 ８6-21８5 内・呼・消・循・
小・皮・泌・放 山﨑医院 丸内１丁目 ８6-0005 脳神経外・内・

外・神経内
寒河江市立病院 寒河江字塩水 ８6-2101 内・整形外・外・

眼・皮・リハ 横山耳鼻咽喉科医院 元町１丁目 ８6-61８８ 耳鼻咽

さとうクリニック 日田 ８3-3300 内・循 陵南眼科クリニック 仲谷地２丁目 ８3-3456 眼

鈴木眼科 中央１丁目 ８6-6900 眼 陵南さとう整形外科 内ノ袋１丁目 ８5-5511 整形外・リハ

中正堂髙橋医院 白岩 ８7-1001 内 渡辺外科胃腸科医院 寒河江字小和田 ８6-640８ 外・胃腸

＝医療機関（五十音順)＝

　「フロスを使っていますか」と歯科医師や歯科衛
生士から聞かれたことはありませんか。近年、歯周
病と全身疾患との深い関わりが徐々に明らかになっ
てきており、歯科の先進国では「フロスをするか死
か（FLOSS OR DIE）」といったキャッチコピーがで
きるほど、フロスでのケアが重要であるとされてい
ます。フロスを歯と歯の間に通すことにより、虫歯
や歯周病の原因となる歯こう（細菌の塊）や食べカ
スを落とすことができます。歯と歯の間に隙間がで
きてしまっている方には歯間ブラシという専用の歯
ブラシが適しています。歯ブラシでは歯と歯の間の
歯こうを60パーセントしか落とせませんが、フロス
や歯間ブラシを適切に使うことで８0パーセント以上
落とすことができると言われています。フロス、歯
間ブラシの正しい使い方等に関しては、かかりつけ、
またはお近くの歯科医院にご相談ください。

=歯ブラシの助さん格さん＝
　毎日の歯磨きの基本となるのは歯ブ
ラシですが、歯ブラシの他に歯と歯の
間を磨くための道具をご存じですか？
　今回はフロス（糸ようじ）と歯間ブ
ラシについてのお話です。

●問合せ／市歯科医師会事務局☎８6-00８0へ。

歯っ！とする歯のおはなし�

日本歯科医師会
ご当地キャラクター
「花笠よ坊さん」
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まちかど
クローズアップ

　幽玄な神楽（舞）や美しい雅楽を楽
しむことができる「神楽の夕べ」が９
月15日、寒河江八幡宮で行われました。
唐の時代に作曲され、雅楽曲の中でも
有名な曲である越殿楽（えてんらく）
の演奏から始まり、市内の小中学生が
巫女（みこ）となり豊栄の舞や浦安の
舞、朝日舞などを奉納。榊（さかき）
の枝や扇、鈴を用いて舞う優美な姿に
観客はうっとりと見入っていました。

寒河江まつりの夜を彩る舞と音楽

丁寧な障子の貼り方を学ぶ

支え合い、健やかに生活できるまちに

つや姫をしっかり見守るかかしたち

柴橋の歴史を紐解くウオーキング

　市シルバー人材センターが主催する「障子貼り講
習会」が９月５日、文化センター１階和室で行われ
ました。講師にシルバー人材センターで働く古澤敬
二さんと山田啓一さんを迎えて２班編成で実習。先
生が実演する手順を丁寧に確認しながら学習してい
ました。古澤先生は「のりを塗るときは薄く塗るの
が重要。はけを滑らせるのではなく、木枠に優しく
触れるように塗るのがコツ」と説明していました。

　生涯を通した健康で明るい生活の実現を目指す「寒
河江市福祉と健康のまち大会」が８月26日、ハート
フルセンターで開催されました。同大会には市民約
350人が参加。式典の中で、市民福祉の向上のため
に尽力された方や健康増進に努められた方、72人が
表彰されました。また、本大会の趣旨に賛同された
大泉逸郎さんによる「トーク＆コンサート」が行わ
れ、その歌声に会場は感動に包まれていました。

　「つや姫ヴィラージュかかし祭」が９月９日、古
河江地内で開催されました。開会式でさがえ西村山
農業協同組合の柴田清志代表理事組合長が「今年も
実りの秋になった。大変おいしいつや姫が出荷され
るので、楽しみにしていてほしい」とあいさつし、
その品質の良さをＰＲしました。会場にはそれぞれ
工夫を凝らしたかかしがずらり。参加者は16体のか
かしをじっくりと見比べながら投票していました。

　柴橋地区に点在する歴史的に重要な史跡を歩いて
訪れ学習する「熊野ラインを進める会柴橋地区史跡
巡り」が９月９日、柴橋地区公民館をスタート地点
に開催されました。市歴史文化専門員の大宮富善さ
んが講師を務め、柴橋代官所跡や柴橋高札場跡など
６カ所を巡って史跡にまつわる話や歴史を解説。約
20人の参加者は、悠久のロマンを感じながら同地区
に残る歴史の足跡をたどりました。

　「ＪＲ左沢線お客さま感謝デー」
が８月27日、寒河江駅構内と駅前
みこし公園を会場に「さがえちぇ
り～マルシェ」と合同開催されま
した。実際に使用されている左沢
線車両の運転席体験や鉄道模型の
展示、名物駅弁の販売など、鉄道
を身近に満喫できる企画が満載。
初秋の味覚や特産品も販売され、
多くの家族連れや鉄道ファンでに
ぎわいました。中でも、普段見た
り乗ったりすることができない、
線路の保守・点検時に使用される
車両「レールスター」の体験乗車
は、開放的なスピード感が好評で、
子どもたちの順番待ちの列が絶え
ませんでした。

普段味わえない貴重な
鉄道体験に興奮の一日
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生 涯 学 習 の ま ど生 涯 学 習 の ま ど
寒河江市美術館

今月の1冊
血縁

長岡弘樹・著 
集英社・発行 

　「苦いカクテル」父親の介護
に疲れた姉は、７年ぶりに妹と
再会し、昔交わしたある約束を思い出す。父親の
発する「い、あ、え、え、う、え」の影に隠れた
真実と、親を想う姉妹の気持ちの行方は…。医学
と裁判事例を巧みに配したサスペンスは読みごた
えがある。他に６つの短編を収録。人生の隠れた
真の姿に触れるミステリーの新機軸。著者は山形
市出身。

國府田姫菜「夢のひかり」
アートに＊ふれよう

市
史
編
さ
ん

だ
よ
り

　
寒
河
江
は
、
村
山
郡
で
最
初
に

幕
府
領
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
後
、
幕
府
の
代
官
所（

陣
屋）

が

寒
河
江
・
白
岩
・
柴
橋
に
置
か
れ
、

幕
末
ま
で
多
く
の
代
官
が
赴
任
し
た
。

　
代
官
は
、
勘
定
奉
行
の
配
下
の

地
方
行
政
官
で
、
年
俸
約
二
百
俵
。

主
に
徴
税
・
司
法
検
察
の
任
に
当

た
り
、
秋
の
収
穫
時
に
地
元
の
代

官
所
に
入
っ
た
が
、
普
段
は
江
戸

役
所
に
務
め
た
。
有
名
な
代
官
に

三
十
年
近
く
も
寒
河
江
・
柴
橋
代

官
を
務
め
、
幸
生
銅
山
に
力
を
注

ぎ
、
人
々
を
飢
饉
か
ら
救
っ
た
池

田
仙
九
郎
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
な
か
に
は
、
任
地
の
寒
河
江
・

柴
橋
で
亡
く
な
っ
た
代
官
も
い
る
。

そ
の
一
人
が
三
宅
鑒
作（

か
ん
さ
く）

で
あ
る
。
三
宅
代
官
は
、
元
治
元

年（

一
八
六
四）

三
月
、
出
羽
柴
橋

代
官
と
し
て
赴
任
し
た
。
こ
の
頃
、

開
港
以
来
、
諸
物
価
が
高
騰
し
て

民
衆
の
生
活
を
直
撃
し
、
一
方
、

池
田
屋
騒
動
、
禁
門
の
変
が
起
き

て
世
情
は
騒
然
と
し
て
い
た
。
村

山
郡
の
幕
領
で
も
、
治
安
警
備
の

た
め
農
兵
が
徴
募
さ
れ
た
。
三
宅

代
官
は
、
農
兵
取
立
て
反
対
派
の

意
見
を
入
れ
て
、
こ
れ
を
中
止
し

た
。
こ
う
し
た
心
労
が
重
な
っ
た

の
だ
ろ
う
。
慶
応
元
年（

一
八
六
五）

七
月
二
十
八
日
、
赴
任
し
て
一
年

余
、
こ
こ
柴
橋
で
没
し
た
。

　
彼
の
経
歴
を
見
て
み
よ
う
。
安

政
五
年（

一
八
五
八）

四
月
、
甲
府

勤
番
か
ら
幕
府
箪
笥
奉
行
。
下
野

真
岡
代
官
、
信
州
中
野
代
官
、
最

後
に
柴
橋
に
移
る
。
支
配
高
は
、

寒
河
江
附
三
十
九
カ
村
、
柴
橋
附

五
十
七
カ
村
の
お
よ
そ
八
万
石
。

　
墓
は
柴
橋
寺
に
あ
り
、
笠
付
き

の
百
六
十
セ
ン
チ
の
石
塔
。
正
面

に
「
纘
堂（

さ
ん
ど
う）

三
宅
氏
之

墓
」
、
側
面
に
「
孝
子
三
宅
廉
之

允（

れ
ん
の
じ
ょ
う）

謹
建
」
と
あ

る
。
本
堂
の
位
牌
に
は
、
「
修
学

院
殿
賢
廣
達
大
居
士
」
、
過
去
帳

に
「
御
墓
掃
除
五
両
」
と
あ
る
。

　
時
移
り
、
明
治
四
十
年（

一
九
〇

七）

八
月
、
同
寺
総
代
の
安
食
彌
兵

衛
が
石
灯
籠
を
建
立
。
百
回
忌
に

当
た
る
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十

八
日
、
住
職
は
総
代
衆
と
と
も
に

三
宅
代
官
の
法
要
を
営
ん
だ
。
そ

し
て
、
今
も
ど
こ
か
に
子
孫
が
い

る
の
で
は
な
い
か
と
語
り
合
っ
た

と
い
う
。

　
十
月
十
五
日
ま
で
長
岡
山
の
市

郷
土
館
で
、
企
画
展
「
三
つ
の
代

官
所
が
あ
っ
た
ま
ち
寒
河
江
」
が

開
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧

下
さ
い
。
な
お
、
自
宅
に
代
官
の

褒
状
や
書
画
な
ど
を
お
持
ち
の
方

は
、
市
史
編
さ
ん
室
ま
で
お
知
ら

せ
下
さ
い
。

柴
橋
で
亡
く
な
っ
た
三
宅
代
官

Sagae Library
さがえライブラリー

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

入
選
標
語

い
じ
め
ダ
メ
だ
ず　
な
し
て
す
る

鈴
木　
聖
奈　
さ
ん

三宅代官の墓

10日㈫・23日㈪�月の休館日

　明るく楽しい
雰囲気の中で、
仲間たちと一緒
に充実した活動をしてみま
せんか。
●対象／小学１年生から高
　校生までの男女
●練習日／毎週土曜日の午
　後６時～８時
●会場／文化センター
● 会費／月2,000円（他に
入団費として1,000円）

●指導者／髙橋まり子さん、
　松田藍花さん
●申込／市文化センター
　☎86-5111へ。

市少年少女合唱団
団員募集

　若手作家國府田姫菜さん
の個展を開催します。現在、
東北芸術工科大学大学院に
在籍し、洋画(油彩画)の
制作・研究を行っています。
繊細で美しい油彩画をぜひ
お楽しみください。

● 國府田姫菜個展／10月６日㈮～24㈫の午前10時～午
後７時

●ギャラリートーク／10月14日㈯午後２時～
●問合せ／市文化センター　美術館専門員　原田
　☎86-5111へ。

「
慈
恩
寺
歴
史
文
化
振

興
室
」
コ
ー
ナ
ー

慈
恩
寺
の
歴
史
～
古
代
編
～

　
慈
恩
寺
は
、
寺
の
由
来
書
に
よ

れ
ば
、
神
亀
元
年（

七
二
四）

に

僧
・
行
基
が
奏
上
し
た
こ
と
で
、

天
平
十
八
年（

七
四
六）

に
聖
武

天
皇
の
命
令
で
イ
ン
ド
の
婆
羅
門

僧
正
が
開
い
た
こ
と
に
始
ま
り
、

天
仁
元
年（

一
一
〇
八）

と
仁
平

元
年（

一
一
五
一）

に
は
、
鳥
羽

天
皇
が
仏
像
や
お
経
を
下
賜
し
、

お
堂
を
再
整
備
し
た
と
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
平
安
期
の
作
と
み
ら
れ

る
仏
像
の
外
に
証
拠
が
見
当
た
ら

な
い
た
め
、
明
確
な
こ
と
は
分
か

っ
て
い
ま
せ
ん
。
慈
恩
寺
の
存
在

が
確
実
に
な
る
の
は
、
平
安
末
期

で
す
。
宮
城
県
名
取
市
の
熊
野
新

宮
寺
に
あ
る
一
切
経（

全
て
の
お

経
の
こ
と）

に
、
「
一
切
経
出
羽

国
慈
恩
寺
」
な
ど
と
押
印
さ
れ
た

お
経
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。

約
百
三
十
巻
あ
り
、
慈
恩
寺
で
写

経
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
最

も
古
い
年
号
は
養
和
二
年（

一
一

八
二）

と
あ
り
ま
す
。
一
切
経
は

約
五
千
巻
に
及
ぶ
の
で
、
写
経
は

多
く
の
人
・
物
・
時
間
を
要
す
る

一
大
事
業
で
し
た
。
慈
恩
寺
は
、

約
八
百
年
前
に
は
既
に
大
寺
院
だ

っ
た
の
で
す
。

「
教
場
」「
傍
聞
き
」
な
ど
の
推
理

小
説
の
著
者
で
あ
る
長
岡
弘
樹
氏

が
、
長
岡
流
の
事
件
の
発
想
や
人

市
立
図
書
館
主
催
事
業

　
長
岡
弘
樹
氏
の
読
書
講
演
会

幼児演劇教室
劇団新児童によるミュージカル

「ききみみずきん」
　４歳～５歳児
を対象とした幼
児演劇教室を開
催します。
　市内にお住ま
いの幼児や保護者の方はもちろん、一般の
方も鑑賞できますので、どうぞご来場くだ
さい。
● 日時／10月18日㈬午前の部・午前10時20
　分～、午後の部・午後１時10分～（いず
　れも70分程度）
●会場／市民文化会館
● 入場料／４歳以上800円(市文化センター
　で販売)
●問合せ／市文化センター☎86-5111へ。

物
描
写
、
心
の
機
微
の
表
現
法
を

熱
く
語
る
読
書
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
21
日
㈯
午
後
２
時

　
～
３
時
30
分

●
会
場
／
文
化
セ
ン
タ
ー

● 

演
題
／「
ど
う
考
え
、
ど
う
書

く
か
」
～
長
岡
弘
樹
の
世
界
～

● 
申
込
／
市
立
図
書
館
☎（

８
６）

１
６
６
２
へ
。

寒
河
江
祭
り
市
民
剣
道
大
会（

９

月
10
日
に
市
民
体
育
館
で
開
催)　

[

小
学
１
年
男
子]

①
工
藤
武
尊（

寒

南
剣
道
ス
ポ
少）[

小
学
２
年
男
子]

①
阿
部
大
地（

寒
南
剣
道
ス
ポ
少）

[

小
学
３
年
男
子]

①
武
田
芯
哉（

寒

南
剣
道
ス
ポ
少）

②
白
幡
翔（

寒
河
江

剣
道
ス
ポ
少）[

同
女
子]

①
田
村
結

奈（

寒
南
剣
道
ス
ポ
少）[

小
学
４
年

男
子]

①
工
藤
拓
真（

寒
南
剣
道
ス
ポ

少）

②
守
進
太
朗（

寒
河
江
剣
道
ス
ポ

少）

③
阿
部
大
翔（

寒
南
剣
道
ス
ポ

少）[

同
女
子]

①
小
林
優
奈（

寒
南
剣

道
ス
ポ
少）[

小
学
５
年
男
子]

①
宇

野
夕
翔（

寒
南
剣
道
ス
ポ
少）[

同
女

子]

①
佐
竹
扶
美
佳（

寒
南
剣
道
ス
ポ

少）[

小
学
６
年
男
子]

①
稲
村
泰
駕

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

（

寒
南
剣
道
ス
ポ
少）

②
伊
藤
壱
晟

（

寒
河
江
剣
道
ス
ポ
少）

③
太
田
彬
都

（

寒
河
江
剣
道
ス
ポ
少）[

同
女
子]

①

奥
山
亜
呼（

寒
南
剣
道
ス
ポ
少）

②
白

幡
渉（

寒
河
江
剣
道
ス
ポ
少）[

中
学

１
年
男
子]

①
蝦
名
晃
希（

陵
東）

②

阿
部
翔
汰
郎（

陵
南）

③
齋
藤
千
颯

（

陵
南）

③
大
沼
龍
一（

陵
東）[

同
女

子]

①
阿
部
由
穏（

陵
南）

②
岡
崎
由

依（

陵
南）

③
横
山
咲（

陵
南）

③
春
日

冬
羽（

陵
南）[

中
学
２
年
男
子]

①
佐

藤
楓（

陵
南）

②
阿
部
来
紀（

陵
南）

③

齋
藤
礼
一（

陵
東）

③
安
孫
子
要
人

（

陵
南）[

同
女
子]

①
秋
場
桜
佳（

陵

東）

②
安
孫
子
知
世（

陵
東）

③
宇
佐

美
そ
ら（

陵
東）

③
奥
山
寧
音（

陵
東）

[

一
般]

①
渡
邉
謙
太
②
横
井
勇
人
③

日
下
部
尚
輝
③
阿
部
克
紀

 
[

敬
称
略］

いっちゃん会 10／21㈯午後２時～３時
ムーミンママクラブ 10／22㈰午前11時～11時40分
図書館ボランティアチェリー
 10／17㈫・24㈫・31㈫の午前10時～11時30分

写真で見る市庁舎50年の歩み 10／24㈫～11／12㈰
※展示募集　１月中旬～３月上旬　利用可

夏目漱石生誕150年 10／22㈰まで
温泉に行こう！ 10／24㈫から

図書館へ行こう！
おはなし室

展示ホール

ブックテーマコーナー
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さ
ん
で
～
す
て
～
じ
・
さ
が
え

イ
ン
フ
ロ
ー
ラ 

催
し
案
内

唄
と
三
味
線
、
日
本
舞
踊
の
ス
テ
ー
ジ

■
日
時
／
10
月
15
日
（日）
午
後
２
時
～
３
時
30
分

■
出
演
／
照
美
会
、
藤
好
会

｢

５
千
円
札
の
顔
」
樋
口
一
葉
の
名
作
上
映

　
女
の
悲
哀
を
描
く
秀
作
３
話
。

①
十
三
夜

　
嫁
ぎ
先
の
家
族
に
悩
み
実
家
に
戻
っ
た
娘

に
、
子
ど
も
の
元
に
帰
る
よ
う
諭
す
親
の
暗

涙
。
丹
阿
弥
谷
津
子
、
田
村
秋
子
出
演
。

②
大
つ
ご
も
り

　
女
中
の
み
ね
は
、
恩
を
受
け
た
病
む
伯
父

夫
婦
に
大
み
そ
か
ま
で
２
円
の
金
を
約
束
す

る
が
…
。
久
我
美
子
、
長
岡
輝
子
出
演
。

③
に
ご
り
え

　
源
七
は
有
り
金
は
た
い
て
酌
婦
の
お
力
に

入
れ
揚
げ
る
が
、
貧
し
い
女
房
の
お
初
は
お

力
に
怒
り
、
憎
し
み
の
炎
が
燃
え
上
が
る
。

淡
島
千
影
、
杉
村
春
子
、
宮
口
精
二
出
演
。

■
日
時
／
10
月
22
日
（日）
午
後
２
時
～
４
時
15
分

■
提
供
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
赤
帽
志

●
会
場
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
地
下

●
問
合
せ
／
実
施
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
長
・

五
十
嵐
さ
ん
☎
０
９
０（

７
０
６
８）

３
９

９
０
へ
。

最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

手
織
教
室
作
品
展

■
日
時
／
10
月
17
日
（火）
ま
で
の
午
前
９
時
～

午
後
６
時

■
内
容
／
裂
き
織
り
で
作
っ
た
バ
ッ
グ
、
小

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を

設
置
す
る
家
庭
を
支
援
し
ま
す

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
排
出
抑
制
お
よ
び
有
効
利
用
を
促
進
す
る

た
め
、
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
を
設
置
す
る

経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
経
費
／
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
の
購

入
に
要
す
る
経
費
（
消
費
税
は
含
ま
な
い
）

●
補
助
金
額
／
対
象
経
費
の
２
分
の
１
（
１

０
０
円
未
満
切
り
捨
て）

、
も
し
く
は
２

万
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額
。
予
算
額
に
達

し
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
／
市
市
民
生
活
課
環
境
保
全
推
進
室

　
☎（

８
６）

２
１
１
１
内
線
232
へ
。

地
域
の
活
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業

３
次
募
集

　

「

市
民
・
地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
活
動
を
応

援
す
る
た
め
、
市
内
で
地
域
づ
く
り
活
動
や

地
域
貢
献
活
動
を
実
施
し
て
い
る
団
体
を
対

象
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
各
地
区
公
民
館
に
設

置
し
て
い
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
補
助
の
対
象
と
な
る
事
業
期
間
／
交
付
決

定
日
（
11
月
末
予
定
）
～
平
成
30
年
３
月
末

●
補
助
率
／[

地
域
課
題
解
決
事
業
］
５
分

の
４
、[

元
気
創
造
事
業
］
５
分
の
３

●
申
込
／
10
月
31
日
（火）
ま
で
市
商
工
創
成
課

地
域
戦
略
係
☎（

８
６）

２
１
１
１
内
線
416
へ
。

市
住
宅
建
築
推
進
事
業
補
助
金

２
次
受
付
開
始

　
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
等
に
利
用

で
き
る
、
市
住
宅
建
築
推
進
事
業
補
助
金
の

２
次
受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
条
件
等
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課
建
築
住
宅
係

　
☎（
８
６）
２
１
１
１
内
線
333
へ
。

市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

親
子
で
寄
せ
植
え
と
芋
煮
会

●
日
時
／
10
月
21
日
（土）
午
後
６
時
～
９
時

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
定
員
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
、
10
世
帯

●
参
加
費
／
１
世
帯
５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
申
込
／
10
月
17
日
（火）
ま
で
市
子
育
て
推
進

課
家
庭
支
援
係
☎(

８
６)

２
１
１
１
内
線

635
へ
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に

高
齢
期
の
健
康
づ
く
り
教
室

　
い
ず
れ
も
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
65
歳
以
上
の
方
が
対
象
で
す
。

　
物
等
の
展
示

Ｂ
Ｂ
Ｑ
コ
ン
（
婚
活
イ
ベ
ン
ト
）

■
日
時
／
10
月
７
日
（土）
午
後
２
時
30
分
～
６
時

■
対
象
／
20
歳
～
40
歳
の
未
婚
の
方

■
参
加
費
／
男
性
５
千
円
、
女
性
２
５
０
０

円
。
要
申
込
。

愛
犬
の
し
つ
け
教
室

■
日
時
／
10
月
15
日
（日）
午
後
２
時
～
３
時

■
持
ち
物
／
ド
ッ
グ
ラ
ン
登
録
証

パ
ン
の
花
教
室
（
初
心
者
３
回
コ
ー
ス
）

■
日
時
／
10
月
17
日
・
31
日
、
11
月
14
日
・

2８
日
、
12
月
12
日
・
19
日
の
各
火
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
～
正
午
。
都
合
が
良
い
日

に
３
回
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
内
容
／
パ
ン
粘
土
で
ア
ジ
サ
イ
の
花
を
作

り
ま
す
。

■
参
加
費
／
１
５
０
０
円
（
３
回
分
、
別
途

材
料
が
必
要
で
す
）

●
会
場
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

●
問
合
せ
／
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園

　
☎（

８
３）

５
１
９
５
へ
。

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
・
臨
川
亭

イ
ベ
ン
ト
情
報

さ
く
ら
ん
ぼ
会
館

■
華
道
閑
渕
流
ふ
れ
あ
い
生
け
花
展
／
10
月

21
日
（土）
・
22
日
（日）
の
午
前
９
時
～
午
後
６

時
（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
最
上
川
ふ
る
さ
と
総
合
公
園
油
絵
愛
好
会

絵
画
展
／
10
月
25
日
（水）
～
11
月
３
日
（金）
の

午
前
９
時
～
午
後
６
時
（
11
月
１
日
・
２

日
は
午
後
5
時
、
同
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

臨
川
亭
茶
会
（
受
付
・
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

■
立
礼
席
呈
茶
／
10
月
21
日
（土）

寒
河
江
市
民
歌
の
び
の
び
体
操
＆
ゴ
ム
体
操

■
日
時
／
10
月
30
日
（月）
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分

■
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

■
定
員
／
30
人
程
度
（
要
申
込
）

■
内
容
／
市
民
歌
に
合
わ
せ
た
体
操
、
ゴ
ム

を
使
っ
た
体
操

■
持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
お
持
ち
の

方
は
赤
い
ゴ
ム

水
中
・
流
水
運
動
教
室

■
日
時
／
11
月
１
日
～
22
日
、
12
月
６
日
～

27
日
の
毎
週
水
曜
日
、
全
８
回
、
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

■
会
場
／
グ
ー
ト
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

■
定
員
／
20
人
程
度

■
参
加
費
／
４
千
円
（
送
迎
は
別
途
料
金
が

必
要
で
す）

。
申
し
込
み
は
同
ク
ラ
ブ

　
☎（

８
６）

１
４
１
４
へ
。

●
問
合
せ
／
市
高
齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支

　
援
係
☎（

８
６）

２
１
１
１
内
線
630
へ
。

創
業
セ
ミ
ナ
ー
、

Ⅰ
Ｔ
経
営｢

気
づ
き｣

セ
ミ
ナ
ー

創
業
セ
ミ
ナ
ー

　
創
業
に
必
要
な
基
礎
知
識
等
を
身
に
つ
け

ら
れ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
支
援
の
特
典
あ
り
。

■
日
時
／
10
月
14
日
・
21
日
・
2８
日
の
各
土

曜
日
、
午
後
１
時
15
分
～
６
時
15
分

■
講
師
／
有
限
会
社
ま
る
進
代
表
取
締
役
・

渡
辺
進
也
氏

Ⅰ
Ｔ
経
営
「
気
づ
き
」
セ
ミ
ナ
ー

　
具
体
的
な
Ⅰ
Ｔ
導
入
・
利
活
用
事
例
を
紹

介
し
、
業
務
効
率
化
、
販
路
開
拓
に
つ
な
が

る
手
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

お
知

ら
せ

■
表
千
家
月
釜
／
10
月
22
日
（日）

●
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
会
館
☎（

８
６）

１

８
１
８
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in

チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●
日
時
／
11
月
５
日
（日）
午
前
９
時
15
分
～
午

後
０
時
30
分
（
受
付
・
午
前
８
時
45
分
～

11
時
）

●
会
場
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え

●
内
容
／[

親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
］
４
歳
以

上
の
未
就
学
児
と
保
護
者
、
25
組
50
人
、

参
加
費
１
組
５
０
０
円
。[

ヘ
キ
サ
ス
ロ

ン
］
年
長
児
～
小
学
３
年
生
、
20
人
。[

鉄

棒
逆
上
が
り
・
跳
び
箱
６
段
チ
ャ
レ
ン
ジ
］

小
学
１
年
生
～
３
年
生
、
各
10
人
。
他
、

当
日
参
加
競
技

●
申
込
／
チ
ェ
リ
ー
ナ
さ
が
え
管
理
事
務
所

　
☎（

８
５）

１
８
０
０
へ
。

ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

イ
ベ
ン
ト
情
報

子
育
て
サ
ロ
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
「
け
い
さ
つ

し
ょ
を
見
学
し
よ
う
」

■
日
時
／
10
月
20
日
（金）
午
前
10
時
～
正
午

■
会
場
／
寒
河
江
警
察
署

チ
ェ
リ
ン
と
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
チ
ェ
リ
ン
と
仮
装
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
10
月
26
日
（木）
午
前
10
時
30
分
～

■
会
場
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江

●
対
象
／
就
学
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

●
問
合
せ
／
ゆ
め
は
ー
と
寒
河
江
☎（

８
３）

　
３
２
２
５
へ
。

■
日
時
／
10
月
31
日
（火）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

■
講
師
／
株
式
会
社
ト
ゥ
モ
ロ
ー
ズ
代
表
取

締
役
・
堀
明
人
氏

●
会
場
／
市
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

●
問
合
せ
／
市
商
工
創
成
課
商
工
労
政
室

　
☎（

８
６）

２
１
１
１
内
線
421
へ
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会

●
日
時
／
11
月
10
日
（金）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分

●
会
場
／
寒
河
江
自
動
車
学
校

●
定
員
／
普
通
自
動
車
運
転
免
許
保
持
者
５
人

●
申
込
／
市
市
民
生
活
課
環
境
保
全
推
進
室

　
☎（

８
６）

２
１
１
１
内
線
232
へ
。

寒
河
江
公
園
歴
史
と
さ
く
ら
の
丘

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
団
体
募
集

●
日
時
／
11
月
５
日
（日）
午
前
７
時
～

●
集
合
場
所
／
市
郷
土
館
前

●
申
込
／
市
建
設
管
理
課
管
理
係
☎（

８
６）

　
２
１
１
１
内
線
33８
へ
。

フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ

交
通
安
全
ゆ
と
り
号
体
験
会

●
日
時
／
10
月
20
日
（金）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場
／
本
町
駐
車
場

●
内
容
／
運
転
適
性
診
断
、
安
全
運
転
の
ア

ド
バ
イ
ス

●
申
込
／
フ
ロ
ー
ラ
・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｅ
管
理
室

　
☎（

７
７）

６
３
３
０
へ
。

● 問合せ／市税務課固定資産税係☎８6-2111内線349へ。

基準地の所在（住居表示) 本年価格（円／㎡) 前年価格（円／㎡) 変動率（％)
山岸町２番２（山岸町９－43） 27,500 27,８00 -1.1
本楯四丁目20番32 27,700 2８,000 -1.1
大字島字島南399番12 24,200 24,300 -0.4
大字寒河江字塩水59番５ 43,000 43,000 　0.0
南町二丁目33番５（南町２－２－16） 52,200 53,000 -1.5
高田三丁目130番１外１筆 35,600 35,900 -0.８
中央工業団地160番７外１筆 13,000 13,000 　0.0
大字幸生字向山1647番６ 42,000（円／10アール） 42,600（円／10アール） -1.4

基準地の地価調査結果

182017.10.5　市報さがえ19 2017.10.5　市報さがえ
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■次号の市報10月20日号は、10月20日㈮に発行します。

10月の行事予定
5㈭ ふるさと交流スペース

6㈮
7㈯

8㈰
市一周駅伝競走大会／郷間正観ギャラリートーク／
休日当番医（陵南さとう整形外科）／証明書交付窓
口開庁（午前）

9㈪ 市スポーツ・レクリエーション祭／休日当番医（鈴
木眼科）

10㈫ こころの健康相談／総合健診／市立図書館、南部・
柴橋・西部地区公民館休館日

11㈬ 行政相談

12㈭ しばはしさくらんぼ子供園園庭開放日／ふるさと 
交流スペース／健康相談／市民浴場休場日

13㈮ 各保育所公開／９カ月児健診

14㈯ さがえちぇり～マルシェ朝市

15㈰
さがえ秋のうまいもの市／休日当番医（中正堂髙 
橋医院）／証明書交付窓口開庁（午前）／ハートフ 
ルセンター休館日

16㈪ レディース健診

17㈫ 家族介護者交流会／法律相談

18㈬ ミュージカルききみみずきん／１歳６カ月児健診

19㈭ ふるさと交流スペース／市長相談

20㈮ 子育てサロン・エンジェル「けいさつしょを見学 
しよう」／２歳６カ月児歯科検診／総合健診

21㈯ 長岡弘樹氏の読書講演会

22㈰ さがえちぇり～マルシェ／休日当番医（武田婦人 
科・内科医院）／証明書交付窓口開庁（午前）

23㈪ 家族介護者交流会／さがえ健康づくり教室／市立 
図書館、市民体育館、チェリーナさがえ休館日

24㈫ 総合健診／中央公民館休館日／水道料金・下水道
浄化槽使用料（８月・９月分）口座振替日

25㈬ 離乳食後期教室・育児相談／フローラ・ＳＡＧＡ 
Ｅ休館日

26㈭
ゆめはーと寒河江「チェリンとハロウィーンパー 
ティー」／ふるさと交流スペース／健康相談／３～ 
４カ月児健診

27㈮ 郷間正観ギャラリートーク／育児教室／総合健診

28㈯ 総合健診

29㈰ 休日当番医（すまいるレディースクリニック）／証 
明書交付窓口開庁（午前）

30㈪ 総合健診

31㈫
市県民税（３期）、国民健康保険税（４期）、介護 
保険料（４期）、後期高齢者医療保険料（４期）納 
期限／水道料金・下水道浄化槽使用料（８月・９ 
月分）納期限

11/1㈬ ゆめはーと寒河江「食育教室」

2㈭ ふるさと交流スペース

3㈮ 休日当番医（土田内科医院）

4㈯ 庁舎開庁50周年記念事業

認
知
症
ハ
ー
ト
フ
ル
カ
フ
ェ
三
泉

　
認
知
症
の
方
や
、
そ
の
ご
家
族
等
が
安
心

し
て
過
ご
せ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
認
知
症

の
こ
と
を
一
緒
に
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ

る
場
所
で
す
。
出
入
り
自
由
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
19
日
（木）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

●
会
場
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

●
内
容
／
認
知
症
や
介
護
に
関
す
る
相
談
、

ミ
ニ
講
話
等

●
問
合
せ
／
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
と
こ
し
え
三
泉

　
☎（

８
５）

６
８
７
０
へ
。

Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
７
年
度
秋
募
集

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ⅰ
Ｃ

Ａ
）
で
は
、
Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
秋
募

集
「
体
験
談
＆
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
／
10
月
15
日
（日）
午
後
１
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

●
会
場
／
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
（
山
形
市
）

●
内
容
／
制
度
説
明
、
活
動
紹
介
映
像
の
上

映
、
応
募
相
談
、
体
験
談
発
表
等

●
問
合
せ
／
Ｊ
Ⅰ
Ｃ
Ａ
東
北

　
☎
０
２
２（

２
２
３）

４
７
７
２
へ
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

調
理
補
助
講
習
会

●
日
時
／
11
月
７
日
（火）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
対
象
／
60
歳
以
上
の
市
民

●
内
容
／
調
理
実
習
後
「
衛
生
と
栄
養
の
基

礎
知
識
」
を
学
び
ま
す
。

●
申
込
／
10
月
31
日
（火）
ま
で
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎（

８
３）

３
２
２
４
へ
。

遊
び
に
お
い
で
よ

第
19
回
が
く
ど
う
ま
つ
り

●
日
時
／
10
月
７
日
（土）
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

●
会
場
／
西
根
公
園
（
雨
天
時
は
勤
労
青
少

　
年
ホ
ー
ム
体
育
館
）

●
内
容
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
、
模
擬

　
店
、
バ
ザ
ー
等

●
問
合
せ
／
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
・
な
か
よ

し
ク
ラ
ブ
☎（

８
６）

７
４
０
６
へ
。

寒
河
江
共
労
育
成
園

イ
ベ
ン
ト
情
報

共
労
バ
ザ
ー
ル

■
日
時
／
10
月
21
日
（土）
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■
内
容
／
木
工
製
品
の
即
売
、
模
擬
店
等

木
工
製
品
即
売
会

■
日
時
／
10
月
22
日
（日）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

不用品登録制度（９月22日現在）
　問い合わせいただいた方に各提供者等の連絡先
をお伝えしますので、直接交渉してください。
■ あげます／布団セット、日本人形、ひな人形、

茶だんす、座卓、食器、食器セット、スーツケ
　ース、ファックス用フィルムカートリッジ
■譲ります／洗濯乾燥機、窓用手すり
■ 譲って／応接用いす、51cc～250ccバイク、介

護用おむつ・パンツ・紙パット、電子レンジ

＝子育てゆずりあいコーナー＝
■あげます／チャイルドシート、ベビーベッド、
　学習机
■譲って／二段ベッド、山形西高等学校体操着
●問合せ／市市民生活課☎８6-2111内線232へ。

がん検診50％達成に向けた集中キャンペーン月間
● がんにならないための生活習慣「がんを防ぐための新１2カ条」

(財団法人がん研究振興財団）
　�①たばこは吸わない、②他人のたばこの煙を避ける、③お酒はほどほ
　どに、④バランスのとれた食生活を、⑤塩辛い食品は控えめに、⑥野
　菜や果物は不足にならないように、⑦適度に運動、⑧適切な体重維持、
　⑨ウイルスや細菌の感染予防と治療、⑩定期的ながん検診を、⑪身体
　の異常に気が付いたら、すぐに受診を、⑫正しい情報でがんを知るこ
　とから
●今から申し込みできるがん検診を受けて、早期発見・早期治療
・市が実施している「がん検診」は１時間程度で受けられます。
・がん検診の受診向上と負担軽減に特定年齢の「クーポン検診」を実施中。

皆さん、10月は健康づくりに取り組みましょう

10月14日（土）
６:30～７:30
寒河江駅前
みこし公園

● 問合せ／市
　商工創成課
　☎８6-2111内
　線421へ。

さがえちぇり～
マルシェ朝市

●
会
場
／
寒
河
江
共
労
育
成
園

●
問
合
せ
／
寒
河
江
共
労
育
成
園
☎（

８
６）

　
７
６
２
５
へ
。

ら
っ
ふ
る
祭
り

●
日
時
／
10
月
22
日
（日）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
２
時

●
会
場
／
ら
っ
ふ
る
（
内
ノ
袋
）

●
内
容
／
授
産
製
品
の
即
売
、
模
擬
店
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

●
問
合
せ
／
ら
っ
ふ
る
☎（

８
５）

６
７
１
５
へ
。

女
声
コ
ー
ラ
ス
す
ぎ
な

会
員
募
集

●
日
時
／
毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
30
分
～

　
９
時
20
分

●
会
場
／
ハ
ー
ト
フ
ル
セ
ン
タ
ー

●
申
込
／
女
声
コ
ー
ラ
ス
す
ぎ
な
・
佐
藤
さ

　
ん
☎（

８
７）

４
０
４
０
へ
。

健康強調月間～過ごしやすいこの時期に、一度生活習慣を見直してみませんか～
　健康強調月間は「栄養・食生活、運動、禁煙、こころの健康づくり」
に焦点をあてて、皆さん自身が常日頃の行動パターンを振り返ることで、
生活習慣の見直しや改善に取り組んでもらい、健康寿命を延ばす運動を
全国的に啓発する月間運動です。本市では、本年度「こころの健康づく
り」に焦点をあてて、さがえ健康づくり教室（10月23日㈪午後１時30分
～・ハートフルセンター）を開催します。睡眠不足は、仕事や家事の効
率の低下だけでなく、肥満や高血圧等の発症につながる
といわれています。また、現代のストレス社会において
「こころの健康（メンタルヘルス)」は「よい睡眠」と深
く関係しているともいわれています。自身の睡眠につい
て振り返ってみてはいかがですか。
●問合せ／市健康福祉課市民健康係☎86-2111内線624へ。

　この最低賃金は、県内で働く全
ての労働者に適用されます。

　定員増による職員募集を行います。詳細につい
てはお問い合わせください。
●申込／ゆりかご子ども園☎８4-5212へ。

　10月は「不法投棄および海岸漂着ごみ削減強化
月間」です。村山総合支庁では「不法投棄110番」
を設け、廃棄物の不法投棄や不適正処理に関する
情報を受け付けていますので、見かけた場合には
ご連絡ください。その際、投棄者名や車両番号を
控えていただければ、早期解決につながります。
みんなで不法投棄を撲滅しましょう。
●問合せ／村山総合支庁保健福祉環境部環境課
　☎023-621-８427へ。

●問合せ／山形労働局賃金室☎023-624-８224へ。

山形県最低賃金が改正

ゆりかご子ども園保育士職員募集

廃棄物の不法投棄は犯罪です

効力発生日 10月６日
７３９円（22円アップ）時　間　額

給食の放射性物質検査結果

検体検査日 学校等名 セシウム
134

セシウム
137

８／2８㈪～30㈬ にしね保育所 不検出 不検出
９／５㈫～７㈭ 醍醐小学校 不検出 不検出
９／12㈫～14㈭ 白岩小学校 不検出 不検出

　保育所・小中学校給食の安全性を再確認するた
め、放射性物質検査を実施しています。

●問合せ／市学校教育課☎８6-2111内線440へ。
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９
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、
寒

河
江
八
幡
宮
の
馬
場
で
、
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
寒
河
江
八
幡
宮

流
鏑
馬
」
が
行
わ
れ
、
古
式
流
鏑
馬

や
作
試
し
流
鏑
馬
が
披
露
。
訪
れ
た

観
客
は
そ
の
勇
壮
な
姿
を
写
真
に
収

め
よ
う
と
し
き
り
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

切
っ
て
い
ま
し
た
。
疾
走
す
る
馬
上

か
ら
３
つ
の
的
を
射
抜
く
古
式
流
鏑

馬
で
は
、
全
て
の
的
に
当
て
て
「
皆

中
」
を
達
成
し
た
射
手
に
ご
褒
美
と

し
て
絹
の
布
と
酒
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
14
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

市
内
全
域
で
寒
河
江
ま
つ
り
が
開
催
。

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
「
さ
が
え
Ｍ
Ｅ
Ａ
Ｔ
de
Ｍ
Ｅ

Ｅ
Ｔ
」
で
は
用
意
さ
れ
た
３
５
０
食

が
開
始
１
時
間
で
売
り
切
れ
る
大
盛

況
ぶ
り
。
今
年
で
35
周
年
を
迎
え
る

「
神
輿
の
祭
典
」
で
は
約
４
千
人
の
担

ぎ
手
が
寒
河
江
の
夜
を
熱
く
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　市民レポーターさくらんぼ特派員が「これはイイ」と感
じた市内の観光やグルメ、日常の風景などを自ら取材し、
地元の魅力をどんどん紹介していくコーナーです。皆さん
の所へ取材に伺った際は、ぜひご協力をお願いします。

すぽっとチャンネル
市民レポーター�さくらんぼ特派員

今
月
の
表
紙

■
発
行
／
寒
河
江
市
政
策
企
画
課
広
報
広
聴
係　
〒
９９１-

８６0１　
寒
河
江
市
中
央
一
丁
目
９
番
４５
号　
☎（
８
６
）２
１
１
１

■
印
刷
／
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社　
こ
の
広
報
誌
は
自
然
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す

Twitterでも特派員が
情報配信中
https://twitter.com/
sagae_tokuhain

　９月６日の午
後、醍醐小学校

でスク

ールコンサート
が開催されまし

た。ア

フリカの太鼓「
ジャンベ」やマ

ラカス、

トライアングル
などを手に、代

わる代

わるステージに
上がり演奏して

、子ど

もたちだけでな
く、先生や地域

の方み

んなで音を楽し
みました。�（北條

幸子）

�

　最上川ふるさと総合公園に新しい遊具が誕生し、大勢の子どもたちでにぎわっています。滑り台やバス、ＳＬ、トラクターを模した遊具に乗り、まさにさがえっこ冒険ファンタジーランド。子どもとのびのび触れ合える、子育てに絶好の公園です。� （酒井由美子）

市
報
さ
が
え
　
2017．10．5　

N
o.1687

さがえの旬 な情報、ご覧ください！
寒河江市役所 検索

　慈恩寺に伝わる六地蔵物語の絵本が制作され六地蔵の知名度があがりました。人間は生前の行いで六道のどこかにまた生まれ変わると言われ、どこに生まれ変わってもお地蔵さまが救ってくださるとのこと。命あるものに対し大きな慈愛を感じます。� （佐藤真由美）


